
ポートパワー・レスキューセット Ｑ＆Ａ 
 
ラム（油圧シリンダ）について 
 
Ｑ．ラム名称と許容トン数の意味は？ 
  Ａ．ラムが発生することができる、おおよその力をトンで現しています。 
    １９６７年米国からの輸入品を販売して以来、米トンで表示しています。 
    日本のトン表示に換算すると１０米トン≒９日本トンとなり約１割減となります。 
 
Ｑ．ラムの発生力とは？ 
Ａ．個々のラムの作動圧（最高使用可能圧力）をラムに加えた時に、ラムが発生する 
ことができる力（ラムが持ち上げることのできる力）です。 

 
Ｑ．ラムの発生力を計算するには？ 
  Ａ．(ラムの発生力)＝(ラム有効面積)×(作動圧) で計算できます。 
    例えばＲＣ１５９ラムの場合は、１４．４c㎡×６２６㎏/c㎡＝９０１４４㎏ 
                   ＝０．９トン（＝１０米トン） となります。 
 
Ｑ．ラムの作動圧に違いがあるのは？ 
  Ａ．ラム名称のトン数表示に矛盾が生じないよう、昔の最高使用圧力をカタログに記載し 
ています。 

    現在、どのラムも７０ＭＰa（７００㎏/c㎡）まで使用できますので、実際には次の 
    発生力まで使用出来ます。 

 一般的ラム ラム有効面積 作動圧 発生力（日本トン） 
４トンラム ６．４c㎡ ４４８０㎏≒４．５トン 
１０トンラム １４．４c㎡ １００８０≒ １０トン 
２０トンラム ３３．３c㎡ ２３３１０≒ ２３トン 
５０トンラム ７１．２c㎡ 

 
７０ＭＰa ＝ 
７００㎏/c㎡ 

４９８４０≒ ５０トン 
    ＊引きラムはラム外径が同じでも構造上ラム有効面積が小さいので７００㎏/c㎡を 

を加えても発生力は小さくなります。 
    ＊スプレッドラムやウエッジラムはテコの原理を併用していますので、発生力の単 

純計算はできません。 
 
Ｑ．２０トン用ポンプで１０トンラムを作動させた時の発生力は？ 
  Ａ．２０トン用ポンプも１０トン用ポンプも、どちらも最大発生圧力（最大圧力）は同じ 
７００㎏/c㎡です。 

    従ってどのポンプを使用しても、１０トンラムの発生力は１０トンで２０トンラムの 
発生力は２０トンです。 

 
Ｑ．ラムを２本使用して、ラムの許容トン数の２倍の物を持ち上げても良いか？ 
  Ａ．２本のラムを接近して使用した場合は大変危険です。例えば総重量４０トンの電車の 
前側部分２０トンを２本の１０トンラムで持ち上げる場合、途中まで持ち上げた時に 
１本のラムの下の枕木が万一破損したりすると、残りの１本のラムに許容トン数の２ 
倍の荷重が加わり、７００㎏/c㎡仕様のラムの内部圧力が２倍の１４００㎏/c㎡にな 
って、ラム・継手・カプラ・ホース等の破裂の原因となり大変危険です。 

    総重量４０トンの電車の前後各２０トンを各々２０トンラムで持ち上げる場合には、 
２本のラムが電車の長さの距離だけ離れているため、片方のラムに異変が生じても他 
方のラムには影響しないために危険度は減少されます。 
１本のラムで持ち上がらない場合には、ラムの本数を増やすのではなく、許容トン数 
の大きいラムを使用しなければなりません。 
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Ｑ．ラムの発生力を知るためには？ 
  Ａ．持ち上げる物の重量が分からない場合に、ラムがどの程度の力を出しているかを正しく 
知るためには、ポンプに圧力計を取り付けます。 
(ラムの発生力)＝(ラム有効面積)×(圧力計の圧力) で計算できます。 
圧力計が無い場合、ポンピングハンドルが水平に近い状態の時に、作動圧７０ＭＰa 
（７００㎏/c㎡）を発生するためのポンピング力は約５０㎏ですので、これを目安に 
することができます。（ポンピングハンドルの短いＰ７５ポンプを除く） 
例えば半分の力約２５㎏でポンピングできれば圧力も半分の３５ＭＰa（３５０㎏/c㎡） 
程度、ラムの発生力も許容トン数の半分程度と見当をつけることができます。 
正確なポンピング力の測定はオモリを使用してポンピングするか、体重計のようなもの 
の上でポンピングする必要があります。（ポンプの自重を要考慮） 

 
Ｑ．ラム有効面積とは？ 
  Ａ．圧力を受けて力を発揮する面積で、ラム内部のピストン径（有効径）から算出される面 
    積です。受圧面積とも言います。ラムの外径やロッドの径ではありません。 
 
Ｑ．偏荷重とは？ アタッチメント使用時の許容トン数は？ 
  Ａ．ラムを斜めに傾けて使用したり、ラムのロッドの中心から極端にずれた部分で力を受け 
るとラムやロッドに圧縮荷重以外に曲げの力が加わります。このようにラムに曲げの力 
が加わる荷重を偏荷重と呼びます。 

    プランジャトウ等の専用アタッチメントを使用する場合にも偏荷重が加わります。 
    また、エクステンション（延長）を長く継ぎ足した場合には座屈による曲げ荷重が加わ 
ります。偏荷重が加わるとラムのロッドやエクステンションが変形して曲がったり、 
アタッチメントやアタッチメント接続ネジが破損します。 
従って曲げの力が加わるアタッチメントを使用する際は、ラムの能力の半分以下での使 
用を目安としてください。 

 
Ｑ．ラムに水がかかるとどうなるか？ 
  Ａ．ラムは防水対策をされていません。ラムのロッドやロッドの付根に水が掛かって内部に 
    浸入すると、ラム本体の内面が錆びてしまいます。内面が錆びるとロッドが伸短する度 
に内面を擦って移動している内部のパッキンが損傷して、オイルが漏れてロッドに激し 
く付着し、そのまま修理しないで放置するとオイル漏れが進展して加圧操作ができなく 
なります。ラム本体の損傷が激しい場合は修理をできないこともあります。 

    ラムに雨等が少しだけ掛かってしまった場合には、ラムを逆さにして（ロッドが下側） 
ポンプ操作でロッドを伸長し、乾いた布等でロッドの水滴を拭きとり、その状態のまま 
（ロッド伸長のまま）放置して乾燥させてください。 
万一、大量の水がロッドの付根から浸入してしまった場合には、ラムを逆さにしてポン 
プ操作でロッド伸長し、乾いた布等でロッドの水滴を拭きとり、至急修理を依頼してく 
ださい。 

 
Ｑ．ラムのエアー抜きは必要か？ 
  Ａ．ラム内部のオイルに多量のエアーが混入していると、ポンプを操作してもラムが伸長し 
だすまでに時間が掛かります。また、ラムを伸長短縮する際にスムーズではなかったり 
異音がしたりします。このような場合にはラムのエアー抜きが必要です。 

    エアー抜きはポンプをラムよりも高い位置に置いて、ラムを逆さに立てた状態で伸短操 
作を５回程度繰り返します。（ポンプを机上に、ラムを床にカプラ側を上にして立てる） 

    ラムのエアーがホースを通ってポンプのタンクに移動しますので、ポンプのエアーベン 
    トを開けるか給油口を開けて、ポンプのタンクのエアーを逃がしてください。オイルが 
吹き出すことがありますので、エアーベントや給油口は少しづつ開けてください。 

    (エアー抜き方法詳細につきましては取扱説明書を参照願います) 
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ポンプ（手動油圧ポンプ）について 
 
Ｑ．１０トン用ポンプと２０トン用ポンプの違いは？ 
  Ａ．発生圧力は同じですので、どのポンプを使用しても１０トンラムは１０トン、２０トンラ 
ムは２０トンがでます。 

    ラムをフルストローク伸ばすために必要な油量がラムによって違い、太い２０トンラムは 
沢山の油量が必要となりますので、２０トンラムには貯油量の大きいタンクのポンプがセ 
ットにされています。 

 
Ｑ．エアーベントは何のためにあるのか？ 
  Ａ．ポンプはポンプのピストンを引き上げることで、タンクからピストン室にオイルを吸い込 
みます。そしてピストンを押し下げることでピストン室のオイルをラムに吐出します。 
タンクのオイルがラムに吐出されるにつれて、タンクの内部が真空になります。 
真空の度合いが大きくなるとポンピングしてもポンプのピストン室にオイルを吸い込むこ 
とができなくなって吐出できなくなります。 
そこでポンプのタンクが真空にならないようにエアーベントがあって、タンクと外部の通 
気穴の役目をしています。（運搬時にエアーベントを開けているとオイルがこぼれます） 
タンク容量の大きなポンプで必要油量の小さなラムを伸ばす時には、タンク内部の真空が 
大きくなりませんので、ラムは正常に伸長できますので操作中エアーベントを開けなくて 
もかまいません。 
逆に、タンク容量の小さなポンプで必要油量の大きなラムを伸ばす時には、タンク内部の 
真空が大きくなりますので、エアーベントを開けないとラムが途中から伸長できません。 
ラムが正常に伸長できる場合、粉塵等が激しい環境下ではエアーベントを開けないほうが 
オイルの劣化を防ぐことができます。ただし、気温変化等によってタンク内にプラスまた 
はマイナスの圧力が発生しますので、使用前後には一度エアーベントを開けてタンク内部 
の圧力除去を行ってください。 
エアーベントの無いポンプではタンクにオイルを入れすぎてタンク内空気室が少ないと、 
吐出した際にタンク内部の真空が大きくなって途中から吐出できなくなります。 

 
Ｑ．オイルはどれだけ入れればよいのか？  
  Ａ．エアーベント付きのポンプにオイルを入れすぎると、エアーベントを開けた時にオイルが 
吹きこぼれます。また、エアーベントの無いポンプではオイルを入れすぎると途中からオ 
イルの吐出できなくなります。 
またオイル量が少ないとラムが途中までしか伸びません。オイルが無くなるとポンピング 
が軽くなり、そのまま続けるとラムにエアーが入ってしまいエアー抜きが必要になります。 
そこでオイルはタンクの給油口に付いている棒ゲージの範囲レベルまで入れてください。 
給油は必ずラムを短縮した状態で行ってください。ラムが伸びた状態で給油すると、ラム 
を完全に短縮した際にポンプのタンクに多量のオイルが戻って、オイル漏れやタンク破損 
の原因となります。(給油方法詳細につきましては取扱説明書を参照願います) 

 
Ｑ．オイルの種類は何か？ 
  Ａ．できる限り当社の純正オイルをご使用下さい。やむを得ず一般オイルを給油する際には、 
    必ずタービン油（一般作動油）の３２＃相当を使用してください。 
    使用環境温度範囲は －１０ ℃～ ＋５５ ℃ です。 
    粘度が高すぎると吐出量が減り、低すぎるとオイル漏れの原因となります。 
    違うメーカーのオイルを混ぜて使用することは避けてください。 
ブレーキオイルやエンジンオイル等の異種オイルの使用は、パッキンの損傷やオイル漏 
れの原因となりますので絶対に行わないで下さい。 
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Ｑ．ピストンストロークとは何か？ 
Ａ．ポンピングハンドルを上下した時に、ピストンが上下する上死点から下死点までの距離 
  です。（＝ピストンを固定しているピンが上下に移動する距離） 
     (ピストン断面積)×(ピストンストローク)＝(1ストローク当たりの吐出量) が計算できます。 
 
 
その他 
 
Ｑ．ラムを伸ばすために必要なオイル量の計算方法は？ 
  Ａ．(ラム有効面積)×(ラムのストローク)で計算できます。 
    （例）ＲＣ２５０（ラム有効面積３３．３c㎡・ストローク１２８ｍｍ）の必要油量は 

         ３３．３c㎡×１２．８ｃｍ＝４２６．２c m
  3
＝４２６．２㏄ です。 

 
Ｑ．ラムを伸ばすために必要なポンピング回数の計算方法は？ 
  Ａ．(ラムの必要油量)÷(ポンプの吐出量)で計算できます。 
    （例）ＲＣ２５０（必要油量４２６㏄）をＰ４２０（１ストローク吐出量１６．３㏄） 

で伸ばす場合の必要ポンピング回数は 
４２６÷１６．３＝２６．１ 回です。 

また、Ｐ４２０の高圧の１ストローク吐出量は２．５㏄です。ラムに負荷が加わ 
った状態で伸ばす場合の必要ポンピング回数は 
   ４２６÷２．５＝１７０．４ 回となります。 

 
Ｑ．油圧ホースの曲げ半径はどの程度か？ 
  Ａ．油圧ホースの最小曲げ半径は１００ｍｍですが、使用上差支えが無い限り、曲げ半径は 
大きくとることをお薦めいたします。 

 
Ｑ．アタッチメントの穴は何か？（Ｚ２４２等） 
  Ａ．当社ポートパワーセット及びレスキューセットのアタッチメントの着脱は、当社独自の 
テーパーネジ方式を採用しています。（ロックオン差込式を除く） 
各アタッチメントのテーパーネジ雄雌を接続する際には、手で廻せる範囲で硬くネジ込 
みますが、アタッチメントを外す際に硬くて手では廻せない場合があります。 
そのような時にはアタッチメントの穴を利用して、丈夫な丸棒・ボルト・ドライバー等 
を差し込んで手で廻してください。 
アタッチメントのネジ込みが不十分すぎる場合には、加圧によってネジ部が破損するこ 
とがありますので、手で廻せる範囲で硬くネジ込んでください。 
（接続時に工具の使用は避けてください、外せなくなることがあります。） 

 
Ｑ．ＲＣ２５０ラムのロッド先端穴内のナットについて 
  Ａ．ＲＣ２５０（２００７年以前のロット）のロッド先端にはФ２０ｍｍ程度の穴が有り、 
    内部に小さなナットがあります。 
このナットはスプリングリターンの強弱調整固定用ですので、触れないで下さい。 
ナットが破損したり緩むと、加圧時に内部のオイルが漏れ出します。 

 
Ｑ．ポートパワー( Porto Power )とは？ 
Ａ．一体式だった油圧ジャッキを、１９３０年にポンプ・ホース・ラムに分離して生まれ 
たポータブルパワーを略した装置がポートパワーで、登録商標となっています。 
国内外に当社形状を真似た類似品があり、中にはポートパワーの名称で販売されてい 
る場合がありますので、当社はその都度警告しておりますが、故障時に修理のできな 
い使い捨てのような粗悪品も見受けられますので十分ご注意下さい。 
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-----------------Memo------------------ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〒335-0027  埼玉県戸田市氷川町１－９－４ 
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